







法）」は、2008 年 4 月に改正・施行され、その結果、均等待遇や均衡待遇に関する新たな規定が





跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 11 号　（2011 年 3 月 15 日）
職務分析・職務評価からみた
パートタイム労働政策の課題
The Problems of Part-time Labor Policy in Japan: 











































































2008 年 6 月に実施した。小売グループの配布総数は 1540 通で、回収枚数は正社員 127（14.0％）、
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役付パート 188（20.8％）、一般パート 590（65.2％）の合計 905（回収率 58.8％）であった。このア
ンケートを行うに当たっては、「意識調査」とインタビュー調査結果に基づき研究会で議論を重

























1 加工 ● ●
2 調理 ●
3 加工・パッキング・値付け ●
4 盛付・パッキング・値付け ● ● ●
5 発注管理、荷受・検品・保管 ● ● ● ● ● ●
6 備品等の安全・衛生管理、清掃 ● ● ● ● ● ●
7 挨拶・対応・販売促進、苦情対応 ● ● ● ● ● ● ●
8 棚割表作成・修正 ● ● ● ● ● ●
9 陳列作業、鮮度管理・売り切り作業 ● ● ● ● ● ●
10 棚卸 ● ● ● ● ● ●





16 予算・売場・稼動計画の作成 ● ● ● ● ● ●
17 計画達成の振り返り ● ● ● ● ● ●
18 パートの採用・部下の教育・勤務管理 ● ● ● ● ● ● ●
























4大ファクター・12 サブファクター 100.0 1,000
（1）仕事によってもたらされる負担 20.0 レベル 1 レベル 2 レベル 3 ─ 200
1． 重量物の運搬・継続的立ち仕事
などによる身体的負担
8.0 20 50 80 ─ 80
2． 人間関係や仕事に伴う精神的ス
トレス
6.0 20 40 60 ─ 60
3． 時間の制約に伴う精神的・身体
的負担
6.0 20 40 60 ─ 60
（2）知識・技能 32.0 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4 320
4．仕事関連の知識・技能 13.0 60 85 110 130 130
5．コミュニケーションの技能 10.0 50 80 100 ─ 100
6．問題解決力 9.0 40 70 90 ─ 90
（3）責任 30.0 レベル 1 レベル 2 レベル 3 ─ 300
7．商品管理に対する責任 10.0 30 70 100 ─ 100
8．人員の育成・管理に対する責任 10.0 30 70 100 ─ 100
9．利益目標の実現に対する責任 10.0 30 70 100 ─ 100
（4）労働環境 18.0 レベル 1 レベル 2 レベル 3 ─ 180
10．転居を伴う転勤可能性 6.0 0 30 60 ─ 60
11．労働環境の不快さ 6.0 20 40 60 ─ 60






















































鮮魚・水産部門 正規 役付 一般 正規 役付 一般
1．加工 ◎ ＊ ◎ ＊ ○ ＊ 748.6 633.3 588.1
2．盛付・パッキング・値付け ◎ ◎ ＊ ◎ ＊ 674.3 605.0 563.1
3．発注管理、荷受・検品・保管 ◎ ＊ ○ ＊ △ 743.9 616.8 558.6
4．備品等の安全・衛生管理、清掃 ◎ ◎ ＊ ◎ ＊ 617.3 588.8 517.3
5．挨拶・対応・販売促進、苦情対応 ◎ ◎ ＊ ◎ ＊ 666.7 610.9 520.3
6．棚割表作成・修正 ○ × × 718.4 520.0 556.7
7．陳列作業、鮮度管理・売り切り作業 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 684.7 615.0 557.2
8．棚卸 ◎ △ △ 664.1 568.0 508.8
9．予算・売場・稼動計画の作成 ○ ＊ ○ × 739.2 616.3 500.0
10．計画達成の振り返り ○ △ × 678.8 675.0 577.5
11．パートの採用・部下の教育・勤務管理 ○ ＊ ○ × 697.7 622.5 559.2
12．会議の主催・参加 ○ ○ △ 677.7 557.0 482.8
◎／職務評価点の平均 7 5 4 692.6 602.4 540.8
○ 5 4 1
△ 0 2 3
× 0 1 4











ドライ 正規 役付 一般 正規 役付 一般
1．発注管理、荷受・検品・保管 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 686.7 683.2 571.1
2．備品等の安全・衛生管理、清掃 ○ ◎ ◎ ＊ 548.6 561.3 499.1
3．挨拶・対応・販売促進、苦情対応 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 665.4 622.5 531.6
4．棚割表作成・修正 △ ○ △ 577.9 632.7 560.5
5．陳列作業、鮮度管理・売り切り作業 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 635.0 672.5 542.3
6．棚卸 ○ ○ ○ ＊ 600.0 563.4 515.2
7．試食品の調理・管理 △ ○ △ 515.0 512.8 459.1
8．予算・売場・稼動計画の作成 ◎ ＊ ◎ ＊ × 705.4 665.3 587.5
9．計画達成の振り返り ○ ○ ＊ × 668.6 641.4 502.3
10．パートの採用・部下の教育・勤務管理 ○ ＊ ○ ＊ × 693.0 640.5 620.0
11．会議の主催・参加 ○ ○ △ 645.0 600.9 467.6
◎／職務評価点の平均 4 5 4 631.0 617.9 532.4
○ 5 6 1
△ 2 0 3
× 0 0 3
注： 表 5 におなじ
表 7　チェッカー・カウンター部門の職務分担状況と職務評価点
チェッカー・カウンター 正規 役付 一般 役付 一般
1．挨拶・対応・販売促進、苦情対応 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ 688.5 578.7
2．レジ機稼働準備、金銭授受、稼働中の金銭管理 ◎ ◎ ＊ ◎ ＊ 675.5 558.3
3．レジ精算と「レジ誤差」対処 ◎ ◎ ＊ ○ ＊ 671.6 538.0
4．カウンター業務 ◎ ◎ ＊ ○ ＊ 703.6 598.5
5．シフト管理 ◎ ＊ ◎ ＊ × 660.8 622.1
6．パートの採用・部下の教育・勤務管理 ◎ ◎ × 661.1 561.2
7．会議の主催・参加 ◎ ○ △ ＊ 663.7 497.2
◎／職務評価点の平均 7 6 2 672.4 564.8
○ 0 1 2
△ 0 0 1
× 0 0 2



















は高得点の「700 ～ 750 点」に集中し、役付パートは「600 ～ 649 点」と 100 点下がり、一般パー
トはさらに下の「550 ～ 599 点」に集中していることから、雇用形態による違いが相対的に明確
であることが分かる。
　正社員と役付パートの職務分担の違いが不明瞭な「ドライ」（図 3）では、点数においても同様
に差が小さい。正社員の職務評価点は「650 ～ 699 点」、役付パートのものは「600 ～ 649 点」に


















































































































































































































































































































知識・技能 責任 負担 労働環境
正社員 役付パート 一般パート
表 8　部門別にみた職務評価ファクターの回答レベルの最頻値の類型
類　型 全部門合計 鮮魚・水産 ドライ チェッカーカウンター
Ⅰ．正規／役付・
一般















































































































































































































































































































































院経済学』第 54 巻第 1号
本田一成（2006b）「パートタイマーの基幹化と労使関係─百貨店組合の事例分析」、『国学院経済学』第 54
巻第 2号
本田一成（2007）『チェーンストアのパートタイマー　基幹化と新しい労使関係』白桃書房
本田一成（2010）『主婦パート　最大の非正規雇用』集英社新書
三山雅子（2003）「日本における労働力の重層化とジェンダー─パートタイム労働を中心に」、『大原社会問
題研究所雑誌』NO. 536
森ます美（2005）『日本の性差別賃金　同一価値労働同一賃金原則の可能性』有斐閣
森ます美（2010）「日本における同一価値労働同一賃金原則の実施システムの構築」、森ます美・浅倉むつ子
職務分析・職務評価からみたパートタイム労働政策の課題
─　　─105
編著『同一価値労働同一賃金原則の実施システム』有斐閣
森ます美・浅倉むつ子編著（2010）『同一価値労働同一賃金原則の実施システム』有斐閣
労働政策研究・研修機構（2005）『パートタイマーと正社員の均衡処遇─総合スーパー労使の事例から─』
労働政策研究報告書、NO. 34
労働政策研究・研修機構（2006）『正社員とパートタイマー等の均衡処遇に関する意識調査』JILPT 調査シ
リーズ、NO. 26
労働政策研究・研修機構（2007）『パート、契約社員等の正社員登用・転換制度─処遇改善の事例調査』
JILPT調査シリーズ、NO. 32
　本稿は、科学研究費補助金・基盤研究（B）（18310168）および、平成 21 年度・跡見学園女子大学特別研
究助成費を受けた研究成果である。ここに記して御礼申し上げる。
